
ChatGPT に聞いてみた 

スチーブン・ジョブンは膵臓がんで最後までアップルのために尽くした、アップルをティム・クックに任せた

のはなぜ 

ChatGPT: 

スティーブ・ジョブズが Apple の CEO をティム・クックに託した理由は、いくつかの要因が複合的に関係し

ています。以下に主な理由を挙げます。 

1. ティム・クックの実績と信頼性 

ジョブズは、クックの実務能力と判断力を高く評価していました。クックは Apple に 1998 年に入社し、サプ

ライチェーンの最適化やオペレーションの改善で会社を劇的に効率化しました。彼の手腕により、Apple

はコスト削減と供給の安定化を実現し、成長を支えました。 

2. ジョブズ自身の「後継者育成」意識 

ジョブズは病気を自覚してから、自分がいなくなった後の Apple の継続的な成功を強く願っていました。そ

のため、彼は後継者としてのクックを意識的に育て、実務の多くを段階的に任せていきました。 

3. クックの「対照的なリーダーシップスタイル」 

ジョブズはカリスマ的・独創的なリーダーでしたが、クックは冷静で実務的なリーダーです。ジョブズは、自

分と異なるが補完的なスタイルを持つクックこそが、組織として成熟した Apple を維持・発展させるのに適

任だと判断したと考えられています。 

4. 他の幹部とのバランス 

クックのほかにも、ジョナサン・アイブ（デザイン担当）やフィル・シラー（マーケティング）など、Apple には才

能ある幹部が揃っていました。クックはこれらの人材をまとめる調整役としても機能し、ジョブズが求めた

「チームとしての Apple」を体現できる存在だったのです。 

5. ジョブズの言葉から 

2011 年に CEO を退任する際、ジョブズは取締役会にあてた書簡でこう述べました： 

「私の後任としてティムを強く推薦します。」 

この言葉からも、ジョブズが自信と信頼をもってクックを後継者に選んだことが分かります。 

結論 

ジョブズは、自らの死後も Apple が革新と成長を続けられるよう、冷静で優れた経営者であるクックに会

社を託しました。それは単なる病状による退任ではなく、Apple という会社の未来を見据えた「戦略的な選

択」だったのです。 
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独裁的な経営者は周りにイエスマンで固めるジョブズとクックの関係は 

ChatGPT: 

非常に鋭い視点ですね。「独裁的な経営者は周囲をイエスマンで固める」という指摘は、多くの企業で見

られる問題です。しかし、スティーブ・ジョブズとティム・クックの関係は、それとはやや異なる特異なケース

です。 

■ ジョブズとクックの関係は「独裁とイエスマン」だったのか？ 

▶ 1. クックは「イエスマン」ではなかった 

ティム・クックは温厚で寡黙な人物ですが、ジョブズに対しても自分の意見をしっかり持ち、必要なら反論

するタイプでした。 

事実、ジョブズがあるサプライチェーンの決定を下そうとしたとき、クックが冷静に反対意見を述べ、ジョブ

ズが最終的にそれを受け入れたこともあります。 

➡ ジョブズは、無能なイエスマンではなく「強い意志を持ち、自分に異を唱える有能な人材」を評価してい

たという記録が多くあります。 

▶ 2. 「最も信頼できる No.2」だった 

クックはジョブズのような製品ビジョンやデザインに強い情熱は持っていませんでしたが、Apple を「高効

率で利益を生む企業」に変えた立役者です。 

ジョブズが「創造と革新」に集中できたのは、クックが会社の裏側を完璧に支えていたからです。 

➡ この関係は「独裁者と従者」ではなく、ビジョナリーとオペレーター、あるいは発想と実行の補完関係と

言えます。 

▶ 3. ジョブズの後継にクックを選んだ理由もここにある 

ジョブズはカリスマであると同時に、冷静に「自分の代わりは誰が務まるのか」を考えていました。 

そのとき、自分のような独創的なリーダーをもう一人選ぶのではなく、自分と対照的で冷静・安定志向のク

ックを選んだのは、Apple を次のフェーズに進めるためだったのです。 

■ 結論：ジョブズとクックの関係は「対等な補完関係」 

スティーブ・ジョブズが独裁的なリーダーだったのは確かです。しかし、彼は自分に従うだけの「イエスマ

ン」を好んでいたわけではありません。 



**クックは、沈着冷静で実務に強く、ジョブズに対しても必要なときはノーと言える「信頼されるパートナ

ー」**でした。 

つまり、ジョブズとクックの関係は、よくある独裁者と取り巻きの関係ではなく、「カリスマと参謀」「夢想家と

実務家」としての理想的な補完関係だったのです。 
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